
一般質問と答弁
議決一覧（臨時会・定例会）
視察研修
叙勲 ・ 村議会議員補欠選挙
小学生傍聴 ・ 編集後記
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私は崎山区で農業を営んでいる
山城恒大（32才）です。農業を始める以前は、
東京で介護福祉士として勤務していましたが、故郷でスイカ栽培を頑張っている父、
叔父、兄の姿を見て自分でもやってみたいと思い、帰郷してスイカ栽培を始めました。
いざ始めてみると病害虫発生など又、農薬・肥料・ハウスのビニール等の
資材の高騰など栽培の大変さ難しさ、経営の厳しさを痛感しています。
今後も今帰仁のブランドであるスイカ栽培で
今帰仁村を盛り上げられるよう精一杯頑張ります。
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7 名が一般質問しました　6 月 13日 (木) ・14 日 (金) （通告順）

❶
❷
❸

❶
❷
❸
❹
❺

❶
❷

❶
❷
❸
❹
❺

❶
❷

❶
❷
❸
❹

❶
❷

役場庁舎内交流スペースの活用について

学校給食費の無償化について

一人暮らしの終活について

キャリア教育について

職員研修について

字費について

字の合併について

身寄りのない遺体対応について

与那嶺区墓地道整備について

村立小学校・中学校における始業前及び終業後の電話対応について

物価高騰に苦しむ村民生活の支援策について

福祉行政について

村の自然景観の保全について

旧湧川小中学校跡地について

今帰仁小学校工事について

交通安全対策について

県外や国外からの労働者について

テーマパークジャングリアとの連携について

村内道路沿道の樹木の管理について

学生の通学費支援について

村管理の水道管について

農道沿いの用水路擁壁の一部損壊と不法投棄禁止の看板設置について

陸閘ゲートの運営について

根路銘弘美

座間味　靖

島袋　　誠

島袋　輝也

與那　勝治

山城　　太

東恩納寛政

3P

4P

5P

6P

7P

8P

9P

●の数字は掲載された質問です。それ以外の質問は紙面の都合上割愛されています。本会議録については各字公民館に配布の予定です。
詳しく調べたい方は、公民館もしくは議会事務局までお立ち寄りください。

6月定例会
会期日程（ 6月12日～20日）一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
活
用

が
な
さ
れ
て
き
た
か
伺
う
。

●●答 　
久
田
浩
也
村
長

　
来
庁
者
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
、
各

種
展
示
や
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を

活
用
し
た
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
給
付
金
の
申
請
窓
口
の

ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
有
効

活
用
し
て
い
る
。

 　
村
と
し
て
は
駐
車
場
も
完
備

さ
れ
た
中
で
、
村
民
に
ど
の
よ

う
に
活
用
を
し
て
ほ
し
い
の
か

伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
現
在
は
、
各
福
祉
週
間
、
児
童

福
祉
週
間
、
健
康
を
考
え
る
フ
ェ

ア
な
ど
展
示
を
主
に
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
つ
い
て
は
モ
ニ
タ

ー
を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
は
村

民
が
使
い
や
す
い
、
訪
れ
や
す

い
庁
舎
の
構
築
に
向
け
て
色
々

な
面
で
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
県
は
給
食
費
を
無
償
化
す
る

市
町
村
に
対
し
、
中
学
生
が
い

る
世
帯
に
つ
い
て
費
用
の
１
／

２
を
補
助
す
る
と
の
方
向
性
を

示
し
て
い
る
。
今
帰
仁
村
の
今

後
の
方
向
性
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
現
時
点
で
は
県
か
ら
の
詳
細

な
説
明
等
が
な
い
こ
と
か
ら
情

報
収
集
に
努
め
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

 　
給
食
費
は
こ
の
５
月
か
ら
小

学
生
8
9
0
円
、
中
学
生
１,

３
５
０
円
値
上
が
り
し
て
い
る

が
、
保
護
者
か
ら
の
声
は
届
い

て
い
る
か
。

●●答 　
学
校
教
育
課
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
給
食
費
を

改
定
し
た
上
で
村
長
の
施
策
ま

た
は
議
員
各
位
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
保
護
者
の
負
担
額
に
つ

い
て
は
１
／
２
助
成
す
る
軽
減

策
を
図
っ
て
い
る
た
め
、
特
に

保
護
者
か
ら
給
食
費
に
関
す
る

意
見
は
届
い
て
い
な
い
。

 　
ア
レ
ル
ギ
ー
で
弁
当
を
持
っ

て
く
る
子
に
対
し
て
、
弁
当
持

参
の
助
成
を
し
て
も
ら
え
る
か

伺
う
。

●●答 　
村
長

　
助
成
に
つ
い
て
は
県
と
の
意

見
交
換
の
中
で
提
言
、
精
査
を
し

て
い
く
。

　
一
人
暮
ら
し
の
方
が
自
分
ら
し

く
「
人
生
の
終
い
方
」
終
活
を
安

心
し
て
迎
え
る
た
め
に
行
政
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
終
活
に
お
け
る
今
帰
仁
村
の
方

向
性
に
つ
い
て
、「
終
活
」
は
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
お
け
る
自
分
自

身
の
希
望
を
改
め
て
認
識
で
き
、

「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
本

村
に
お
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
引
き
続
き
「
終
活
」
の

周
知
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　
40
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
１

,
８
３
８
世
帯
数
に
つ
い
て
多
い
と

と
る
か
少
な
い
と
考
え
る
か
伺
う
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

　
世
帯
数
か
ら
み
る
と
全
体
の
４

割
程
度
を
占
め
て
い
る
の
で
、
当

局
と
し
て
は
多
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
一
人
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相

談
に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

　
令
和
５
年
度
1
1
6
件
、
そ

の
中
で
も
多
い
の
が
生
活
に
関

す
る
こ
と
。
そ
の
次
に
福
祉
サ

ー
ビ
ス
、
介
護
、
健
康
、
認
知

の
相
談
が
あ
っ
た
。

 　
今
帰
仁
村
で
も
自
分
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
葬
儀
を
し
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
方
が
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

福
岡
市
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
の
研
修
の
中
で
「
ず
ー
と
安
心

や
す
ら
か
事
業
」
で
葬
儀
を
し
て

も
ら
う
と
き
に
預
託
金
を
預
か
る

事
業
が
あ
っ
た
。
今
帰
仁
村
も
終

活
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

　
全
く
身
寄
り
が
い
な
い
方
は
多

い
ほ
う
で
は
な
い
が
、
本
人
の
気
持

ち
を
尊
重
す
る
上
で
終
活
は
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
本
村
で
も
医
療

機
関
や
介
護
事
業
所
の
ほ
か
、家
族
、

身
寄
り
、
知
人
、
友
人
を
含
め
た

形
で
今
後
の
人
生
の
終
末
期
に
関

す
る
考
え
方
を
ま
と
め
る
人
生
会

議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の
普
及
等
の
取
組
み

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
終
活
に
関

す
る
こ
と
も
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
関
し
て
は
、

終
活
準
備
ノ
ー
ト
を
活
用
す
る
な

ど
、
今
後
の
よ
り
よ
い
人
生
を
過

ご
す
た
め
に
、
整
理
の
仕
方
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

問1
役
場
庁
舎
内
交
流
ス

ペ
ー
ス
の
活
用

問3
一
人
暮
ら
し
の
終
活

問2
学
校
給
食
費
の
無
償
化 根路銘　弘美 議員
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沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
児
童

生
徒
が
、
小
学
校
か
ら
高
等
学

校
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育 

に
関

わ
る
諸
活
動
に
つ
い
て
、 

自
身
の

変
容
や
成
長
を
自
己
評
価
で
き

る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
「
キ
ャ
リ

ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
推
進
し

て
い
る
が
、
本
村
の
具
体
的
な

取
組
み
状
況
を
伺
う
。

●●答 　
玉
城
奎
教
育
長

　
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
推

進
に
つ
い
て
、
国
、
県
か
ら
の
例

示
資
料
を
参
考
に
、
各
学
校
で
工

夫
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
、
個
々

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
生
か
す
た

め
、
活
用
し
て
い
る
。

 　
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
引

継
ぎ
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と
思

う
が
、
中
学
校
か
ら
高
校
へ
の

引
継
ぎ
が
課
題
と
感
じ
て
い
る
。

中
学
校
か
ら
高
校
へ
の
引
継
ぎ

に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
学
校
教
育
課
長

　
中
学
校
か
ら
高
校
へ
の
引
継

ぎ
に
つ
い
て
は
、
生
徒
自
ら
高
校

に
持
っ
て
い
く
の
が
原
則
で
あ

る
が
、個
別
の
指
導
計
画
と
併
せ
、

キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し

等
を
中
学
校
か
ら
高
校
へ
送
る

こ
と
は
で
き
る
と
考
え
る
。

　
職
員
の
資
質
向
上
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
は
職
員
研
修
が
重
要
だ
と

思
う
が
、
初
任
者
研
修
、
中
堅

研
修
、
管
理
者
研
修
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
研
修
等
、
今
年
度
計
画

が
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
職
員

研
修
計
画
を
作
成
し
、
各
種
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
村
の
字
費
は
各
字
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
、
住
民
（
移
住
者
を

含
む
）
か
ら
不
満
の
声
が
あ
る
。

生
活
困
窮
者
や
後
期
高
齢
者
は

無
料
、
そ
の
他
は
月
5
0
0
円

か
１,
０
０
０
円
の
字
費
に
し
、

不
足
分
は
村
が
補
助
し
て
は
ど

う
か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
現
在
、
各
区
に
お
け
る
字
費
に

つ
い
て
、
行
政
は
関
与
し
て
お
ら

ず
、
補
助
に
つ
い
て
の
考
え
は
な

い
。

　
公
民
館
の
老
朽
化
や
人
口
減

少
に
よ
り
区
長
や
書
記
等
の
な

り
手
不
足
、
青
年
会
、
婦
人
会
、

老
人
会
等
の
組
織
の
運
営
が
厳

し
い
字
が
あ
る
。
字
の
合
併
に

つ
い
て
区
長
会
等
で
意
見
交
換

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
区
長
会
等
で
合
併
に
対
す
る

意
見
交
換
会
を
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
各
字
の
考
え
の
も
と
、
合

併
の
必
要
性
に
応
じ
、
議
題
に

の
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
行
政
か
ら
合

併
を
促
す
考
え
は
な
い
。

　
５
月
21
日
の
新
報
に
身
寄
り

の
な
い
遺
体
は
死
亡
地
の
市
町

村
が
火
葬
・
埋
葬
を
担
う
と
あ

る
が
、
こ
こ
３
年
間
の
状
況
を

伺
う
。
ま
た
、
本
村
で
は
独
居

者
が
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
が
、
対
策
が
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
身
寄
り
の
な
い
遺
体
と
し
て

本
村
で
取
り
扱
っ
た
件
数
は
、

過
去
３
年
間
で
１
件
で
あ
る
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
々
が
抱
え

る
不
安
に
つ
い
て
、「
健
康
や
病

気
に
関
す
る
こ
と
」
か
ら
、「
住

ま
い
に
関
す
る
こ
と
」
ま
で
多

種
多
様
で
あ
り
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
総
合
相
談
機
能

を
十
分
に
発
揮
し
、
関
係
機
関

と
連
携
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不

安
や
困
り
ご
と
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

座間味　靖 議員

問1
キ
ャ
リ
ア
教
育

問2
職
員
研
修

問3
字
費

問4
字
の
合
併

問5
身
寄
り
の
な
い
遺
体

対
応

今帰仁中学校
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村
道
与
那
嶺
線
の
整
備
も
進

捗
し
、
数
年
前
よ
り
字
か
ら
要

望
さ
れ
て
い
る
墓
地
道
の
整
備

も
進
む
の
で
は
な
い
か
と
地
元

の
住
民
は
期
待
し
て
い
る
。
伊

是
名
島
ま
で
か
か
る
海
底
ケ
ー

ブ
ル
も
付
近
の
海
岸
に
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
道
路

整
備
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る

が
村
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
与
那
嶺
地
内
に
お
け
る
当
該

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
道
路
部
分
が
私
有
地
上
に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
関
連
部
署
に

よ
る
現
場
踏
査
や
関
係
者
か
ら

の
意
見
拝
聴
後
、
現
状
の
的
確

な
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
村
と

し
て
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

 　
梯
梧
荘
跡
地
か
ら
墓
に
続
く

道
で
仲
尾
次
と
の
境
界
ま
で
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
整
備
は
で
き
な
い

か
な
ど
、
村
道
与
那
嶺
線
も
整

備
し
て
お
り
、
今
が
チ
ャ
ン
ス

と
近
隣
住
民
、
区
民
は
捉
え
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
予
算
の
組
み

方
も
全
然
違
う
、
色
々
な
策
を

練
っ
て
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
件

も
含
め
一
緒
に
整
備
で
き
な
い

か
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

　
当
該
墓
地
へ
の
進
入
路
と
し

て
、
近
く
で
整
備
さ
れ
て
き
て
い

る
与
那
嶺
線
と
並
行
し
て
、
整
備

が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ

が
、
村
道
与
那
嶺
線
は
昨
年
度

か
ら
工
事
を
進
め
て
お
り
、
今

年
度
で
完
了
予
定
で
あ
る
。
村

道
与
那
嶺
線
は
補
助
事
業
で
進

め
て
お
り
、
村
道
で
道
路
認
定

が
な
い
と
、
事
業
は
で
き
な
い
。

今
回
、
議
員
の
い
う
箇
所
に
関
し

て
は
村
道
で
は
な
い
た
め
、
同

様
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
の

整
備
は
で
き
な
い
。

 　
事
業
内
容
の
相
違
、
村
道
で

は
な
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る

が
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
伊
是
名

島
に
通
っ
て
お
り
、
全
長
23
キ

ロ
余
り
、
沖
縄
県
で
も
２
番
目

に
長
い
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
あ
る
。

運
用
開
始
が
平
成
15
年
に
１
号

機
、
平
成
18
年
に
２
号
機
が
稼

働
し
、
20
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
含
め
、

総
合
的
、
複
合
的
に
村
道
の
整

備
が
で
き
る
方
法
を
考
え
て
い

た
だ
け
な
い
か
、
再
度
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
当
該
墓
地
に
お
い
て
、
課
題
も

山
積
し
て
い
る
と
い
う
状
況
は

否
め
な
い
。
大
変
、
由
々
し
き

事
態
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
電

気
は
空
気
や
水
と
同
様
に
生
活

に
不
可
欠
な
存
在
だ
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
沿
線
上
に
伊
是
名
、

伊
平
屋
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
た
上
で
電
力
イ
ン
フ
ラ

は
、
情
報
発
信
、
離
島
の
交
通
、

上
水
道
、
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
て
い
る
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
認
識
で

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
土

地
の
所
有
者
、
与
那
嶺
区
、
墓

主
を
含
め
、
要
請
等
が
あ
れ
ば
、

汗
を
か
い
て
い
き
た
い
。

　
始
業
前
、
終
業
後
に
授
業
準

備
の
作
業
等
を
行
っ
て
い
る
教

員
が
お
り
、
そ
の
際
の
電
話
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
教
員
が
心
身
と
も
に
充

実
し
た
状
態
で
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
い
、
効
果
的
な
教
育
活

動
を
継
続
し
て
行
う
環
境
を
整

え
る
た
め
、
電
話
対
応
の
自
動

応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
の
対
応
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
児
童
生
徒
の
欠
席
、
遅
刻
な
ど

の
連
絡
に
つ
い
て
は
多
く
が
メ

ー
ル
を
活
用
し
て
連
絡
が
行
わ

れ
、
始
業
前
の
対
応
は
減
少
し

て
い
る
と
推
測
す
る
が
、
い
ま

だ
教
職
員
が
電
話
対
応
に
時
間

を
費
や
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

時
間
外
の
電
話
対
応
に
つ
い
て
、

留
守
番
電
話
等
の
導
入
を
調
査

研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
緊
急
性
の
あ
る
入
電
か
否

か
な
ど
運
用
方
法
等
の
課
題
も

あ
り
、導
入
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
面
か

ら
も
、
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
。

島袋　誠 議員

問1
与
那
嶺
区
墓
地
道
整
備

問2
村
立
小
学
校
・
中
学
校

に
お
け
る
始
業
前
及
び

終
業
後
の
電
話
対
応

村道与那嶺線
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物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、

生
活
者
や
事
業
者
は
様
々
な
分

野
で
大
き
な
負
担
を
受
け
て
い

る
。
生
活
者
や
事
業
者
に
対
し
、

村
の
支
援
策
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
物
価
高
騰
の
支
援
策
は
、
令

和
６
年
度
の
当
初
で
畜
産
農
家
、

漁
業
従
事
者
、
農
業
従
事
者
に

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
今
定

例
会
の
補
正
で
、マ
ン
ゴ
ー
農
家
、

ス
イ
カ
農
家
に
予
算
を
計
上
し
、

支
援
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

　

　
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
村
補

助
金
は
、
他
市
町
村
の
状
況
を

調
査
し
、
社
協
と
話
し
合
う
と

12
月
と
３
月
の
定
例
会
で
答
弁

が
あ
る
。
そ
の
後
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
村
補

助
金
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
の
状

況
調
査
と
社
協
と
の
話
し
合
い

を
並
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
部
半
島
中
央
部
の
連
山
の

一
面
を
形
成
し
て
い
る
乙
羽
岳
、

西
側
に
は
熱
帯
カ
ル
ス
ト
地
形

が
広
が
っ
て
い
る
。
熱
帯
カ
ル

ス
ト
地
形
は
、
そ
の
特
徴
あ
る

自
然
や
風
土
景
観
の
保
護
と
自

然
利
用
の
増
進
を
図
る
た
め
、

平
成
18
年
３
月
28
日
に
沖
縄
海

岸
国
定
公
園
に
編
入
さ
れ
て
い

る
。
本
村
の
景
観
条
例
で
は
良

好
な
景
観
の
形
成
、
良
好
な
景

観
を
保
全
し
創
造
す
る
と
あ
る

が
、
乙
羽
岳
近
く
で
は
盛
り
土

な
ど
で
山
並
み
、
緑
の
景
観
が

損
な
わ
れ
て
い
る
。

（
１
）
こ
れ
ま
で
の
村
の
対
応
。

（
２
）
開
発
は
、
沖
縄
県
県
土
保

全
条
例
、
今
帰
仁
村
景
観
条
例

に
諮
り
問
題
な
い
か
。

（
３
）
盛
り
土
は
、
周
辺
住
民
へ

の
安
全
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る

か
３
点
伺
う
。

●●答 　
村
長

　（
１
）
５
月
上
旬
、
議
員
か
ら

指
摘
が
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て

現
場
踏
査
を
し
、
住
民
課
環
境
衛

生
係
か
ら
保
健
所
へ
現
状
報
告

を
行
っ
て
い
る
。（
２
）
沖
縄
県

県
土
保
全
条
例
に
つ
い
て
、
県

の
確
認
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
帰
仁
村
景
観
条
例
に
つ
い
て
、

事
前
協
議
及
び
届
出
が
未
提
出

の
た
め
、
事
業
者
へ
届
出
る
よ

う
指
導
す
る
。（
３
）
沖
縄
県
赤

土
流
出
防
止
条
例
に
関
す
る
届

出
に
基
づ
き
、
施
行
業
者
が
行

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　　
あ
い
あ
い
フ
ァ
ー
ム
の
破
産
後

の
湧
川
小
中
学
校
跡
地
利
用
の
現

状
に
つ
い
て
。（
１
）
債
権
等
に

つ
い
て
。（
２
）
今
後
の
跡
利
用

に
つ
い
て
村
の
方
針
２
点
伺
う
。

●●答 　
村
長

　（
１
）
令
和
元
年
に
破
産
手
続
き

が
行
わ
れ
、
令
和
３
年
７
月
に

破
産
管
財
人
と
動
産
無
償
譲
渡

契
約
を
結
び
、
手
続
き
を
終
え
て

い
る
。
債
権
等
は
な
い
。（
２
）
村

の
方
針
は
、
湧
川
小
中
学
校
跡
地

の
活
用
に
関
し
、
令
和
４
年
３

月
湧
川
区
か
ら
要
望
の
あ
る
株

式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
の
本
社
誘
致
を
実
現

す
べ
く
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、

活
用
を
断
念
す
る
旨
、
５
月
下

旬
に
報
告
を
受
け
て
い
る
。今
後
、

跡
地
利
用
に
関
し
、
湧
川
区
の

意
見
も
拝
聴
し
検
討
す
る
。

　
今
帰
仁
小
学
校
建
設
工
事
は
、

４
年
に
も
及
ぶ
長
期
の
建
設
事

業
で
あ
る
。
園
児
の
快
適
な
保

育
環
境
や
児
童
生
徒
の
快
適
な

学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の

対
策
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
認
定
こ
ど
も
園
園
児
及
び
小

学
校
児
童
の
快
適
な
保
育
・
学
習

環
境
を
確
保
す
る
対
策
に
つ
い

て
は
、
低
騒
音
型
、
低
排
出
ガ

ス
建
設
機
械
の
活
用
や
躯
体
等

の
工
事
の
際
に
設
置
す
る
足
場

外
側
の
ネ
ッ
ト
展
張
な
ど
、
工

事
に
係
る
騒
音
等
の
影
響
を
軽

減
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問1
物
価
高
騰
に
苦
し
む

村
民
生
活
の
支
援
策

問2
福
祉
行
政

問3
村
の
自
然
景
観
の
保
全

問4
旧
湧
川
小
中
学
校
跡
地

問5
今
帰
仁
小
学
校
工
事

島袋　輝也 議員

今帰仁小学校新校舎工事

乙羽岳の麓
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警
察
庁
交
通
局
の
令
和
４
年

に
お
け
る
交
通
事
故
の
発
生
状

況
に
よ
れ
ば
、
児
童
に
関
す
る

交
通
事
故
発
生
状
況
と
し
て
、

登
校
中
、
下
校
中
の
事
故
が
４

割
に
上
る
と
報
告
が
あ
る
。
通

勤
や
帰
宅
時
間
帯
は
交
通
量
も

多
く
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
時

間
に
追
わ
れ
て
運
転
し
て
い
る

傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
登
校

中
や
下
校
中
の
子
供
た
ち
を
、

悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ

と
や
、
交
通
事
故
で
加
害
者
や

被
害
者
を
生
ま
な
い
た
め
に
も
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
村
当

局
の
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
各
学
校
に
お
い
て
登
校
時
、
通

学
門
付
近
や
主
要
道
路
の
交
差

点
、
横
断
箇
所
等
に
お
い
て
教
職

員
や
地
域
の
方
々
、
保
護
者
等
が

見
守
り
を
行
っ
て
お
り
、
交
通
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
各
学
校
で

交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

 　
当
初
予
算
に
交
通
安
全
対
策

費
と
し
て
予
算
を
計
上
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
令
和

４
年
度
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
５

年
度
は
今
帰
仁
中
学
校
前
か
ら

今
泊
ま
で
の
村
道
の
色
褪
せ
た

中
央
の
線
を
引
き
直
し
た
。

 　
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
仲

尾
次
青
年
会
が
独
自
に
看
板
を

製
作
し
、
区
内
の
交
通
事
故
が

増
え
て
い
る
箇
所
に
設
置
す
る

取
組
が
あ
り
、
仲
宗
根
区
内
に

お
い
て
も
事
故
が
起
こ
っ
た
危

険
箇
所
に
、
子
ど
も
飛
び
出
し

注
意
の
看
板
を
設
置
し
た
事
例

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
字
、
個

人
で
交
通
安
全
を
促
す
取
組
を

し
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、
他

人
任
せ
で
は
な
く
、
自
分
事
と

し
て
交
通
安
全
対
策
を
考
え
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
看
板

を
設
置
す
る
に
も
予
算
が
必
要

で
あ
り
、
交
通
安
全
対
策
の
た

め
、
村
か
ら
字
等
に
対
し
補
助

や
助
成
が
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
議
員
が
い
う
よ
う
に
、
自
分
事

と
し
て
考
え
る
こ
と
が
交
通
安

全
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。現
在
、

補
助
金
制
度
は
な
い
が
、
前
向
き

に
考
え
る
要
素
は
大
き
い
。今
後
、

検
討
は
で
き
る
と
考
え
る
。

　

昨
今
の
人
口
減
少
問
題
に
伴

い
、
本
村
に
お
い
て
も
外
国
人

労
働
者
の
数
が
増
え
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
産
業
振
興
を
図
る

た
め
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
が

宿
泊
で
き
る
よ
う
な
施
設
の
整

備
は
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
労
働

者
確
保
が
課
題
と
認
識
を
し
て
い

る
。
今
後
、
宿
泊
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
情
報
収
集
に
努
め
る
。

 　
県
外
・
国
外
の
労
働
者
の

居
住
に
つ
い
て
雇
主
が
確
保
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
、

居
住
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る

環
境
が
な
い
経
営
者
は
、
貴
重

な
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
実
際
に

私
に
相
談
が
あ
っ
た
が
、
求
人

を
出
す
と
県
外
か
ら
問
合
せ
は

来
る
が
、
や
は
り
泊
ま
る
場
所

が
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
労
働
者

の
居
住
環
境
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
も
、
新
た
な
村
営
住
宅
を

建
て
る
計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
村
営
住
宅
は
子
育
て
世
帯
を

対
象
と
し
て
い
る
。
今
は
空
き

が
な
い
状
況
で
も
あ
り
、
議
員

の
い
う
海
外
労
働
者
等
に
対
し

て
の
提
供
は
難
し
い
。

 　
村
営
住
宅
建
設
は
相
当
の
時

間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
沖
縄
県

畜
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
宿
舎
が

あ
り
、
現
在
は
敷
地
の
中
に
入

れ
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
そ
こ

を
村
が
買
い
取
っ
て
リ
フ
ォ
ー

ム
し
、
就
労
者
や
村
民
に
賃
貸

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
県
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
確
認
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

與那　勝治 議員

問1
交
通
安
全
対
策

問2
県
外
や
国
外
か
ら
の

労
働
者

国道505号　信号機のない横断歩道（謝名区）

交通安全対策看板（仲尾次区）
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具
体
的
な
連
携
や
雇
用
対
策
、

取
り
組
み
等
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
令
和
２
年
10
月
、
今
帰
仁
村

と
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
の
間
に
６
項

目
に
つ
い
て
包
括
連
携
協
定
を

交
わ
し
た
。
雇
用
対
策
と
し
て
、

令
和
６
年
８
月
頃
、
正
式
募
集
を

開
始
予
定
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
取
組
に
つ
い
て
は
、
村

民
雇
用
促
進
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。

 　
８
月
頃
に
正
式
募
集
と
あ
る

が
、
全
国
一
斉
に
募
集
を
か
け

る
の
か
。
そ
れ
と
も
県
内
な
の

か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
全
国
規
模
で
の
募
集
に
な
る
。

 　
那
覇
市
、
名
護
市
で
は
説
明

会
等
が
あ
っ
た
が
、
地
元
今
帰
仁

村
で
は
説
明
会
等
は
行
わ
な
い
の

か
。
地
元
住
民
に
対
し
て
の
要
請

等
は
行
っ
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
今
帰
仁
村
で
の
説
明
会
は
、
現
在

予
定
は
な
い
。
名
護
市
を
北
部
の
拠

点
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

 　
開
園
後
の
今
帰
仁
村
民
割
に

つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
新
聞
報
道
に
あ
っ
た
と
お
り
、

県
民
割
を
検
討
す
る
な
ど
、
現

在
考
慮
し
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　

　
沿
道
の
樹
木
の
枝
が
車
道
へ

伸
び
て
い
る
箇
所
が
所
々
に
見

受
け
ら
れ
る
が
、
大
型
車
通
行

時
の
危
険
度
が
増
す
と
思
う
が
、

対
策
等
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
指
摘
の
道
路
に
つ
い
て
、
沖
縄

県
が
管
理
す
る
道
路
で
あ
り
北

部
土
木
事
務
所
へ
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
予
算
の
範
囲
内
で
優
先
度

を
勘
案
し
適
正
な
道
路
管
理
を

行
う
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

 　
村
道
中
央
線
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

　
村
道
は
村
が
管
理
す
る
が
、
個

人
有
地
は
個
人
で
伐
採
す
る
こ

と
が
原
則
で
あ
る
。

 　
中
央
線
は
仲
宗
根
か
ら
今

泊
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
バ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
、
ダ
ン
プ
が
高
頻
度

で
通
行
し
て
い
る
。
歩
道
の
桝

に
樹
木
が
生
え
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
取
扱
い
か
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

　
村
道
中
央
線
は
片
側
歩
道
で

あ
り
、そ
の
中
に
あ
る
植
樹
桝
は
、

道
路
敷
内
で
あ
る
た
め
、
道
路

管
理
者
が
管
理
す
る
。

 　
梅
雨
が
明
け
て
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
が
目
の
前
に
来
て
お
り
、
レ
ン

タ
カ
ー
も
増
え
る
の
で
、
現
場
を

確
認
し
て
ほ
し
い
が
対
応
を
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

　
村
内
一
円
、
道
路
の
掃
除
、
観

光
地
を
含
め
た
道
路
の
清
掃
を
、

な
る
べ
く
伸
び
る
前
に
管
理
し

て
い
き
た
い
。

　
バ
ス
通
学
し
て
い
る
生
徒
や

保
護
者
へ
の
運
賃
支
援
等
に
つ

い
て
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
現
在
中
学
校
で
は
、
旧
兼
次
中

学
校
区
、
旧
湧
川
・
古
宇
利
小
中

学
校
区
、
天
底
小
学
校
で
は
旧
湧

川
・
古
宇
利
小
中
学
校
区
の
児
童

生
徒
を
対
象
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
し
て
い
る
。
個
別
に
路
線

バ
ス
等
を
利
用
し
て
い
る
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お

ら
ず
、
生
徒
や
保
護
者
へ
の
運
賃

支
援
等
は
検
討
し
て
い
な
い
。

 　
高
校
生
の
通
学
費
支
援
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
学
校
教
育
課
長

　
県
の
事
業
と
し
て
通
学
費
の

助
成
が
あ
る
。
詳
し
い
要
件
等
は

承
知
し
て
い
な
い
が
、
住
民
税

所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯
が
支

給
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
遠

隔
地
か
ら
の
通
学
は
、
１
か
月

１
万
５,
０
０
０
円
を
超
え
る
分

の
通
学
費
に
対
し
て
助
成
さ
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
劣
化
破
損
や
事
故
破
損
時
等

の
対
応
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
劣
化
破
損
に
つ
い
て
、
水
道

課
に
て
対
応
し
、
管
理
者
が
費

用
を
負
担
し
て
い
る
。
事
故
破

損
に
つ
い
て
は
、
水
道
課
職
員

及
び
休
日
の
受
託
業
者
が
現
場

対
応
し
て
い
る
。

山城　太 議員

問1
テ
ー
マ
パ
ー
ク
ジ
ャ
ン

グ
リ
ア
と
の
連
携

問2
村
内
道
路
沿
道
の
樹
木

の
管
理

問3
学
生
の
通
学
費
支
援

問4
村
管
理
の
水
道
管
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湧
川
鎌
城
原
墓
地
団
地
近
く
、

農
道
沿
い
用
水
路
の
擁
壁
が
一

部
損
壊
し
、
複
数
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
破
片
、
塊
が
川
底
に
転

が
り
、
水
流
を
阻
害
し
て
い
る
。

特
に
農
道
沿
い
に
そ
び
え
立
っ

て
い
る
大
木
の
根
元
に
食
い
込

ん
で
お
り
、
そ
の
大
木
が
根
元

ご
と
落
下
し
た
場
合
、
道
路
の

陥
没
等
大
規
模
な
災
害
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
①
コ
ン
ク
リ

ー
ト
破
片
の
処
理
と
擁
壁
の
再

構
築
。
②
用
水
路
周
辺
の
雑
木

伐
採
と
不
法
投
棄
禁
止
の
警
告

看
板
の
設
置
２
点
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
現
場
を
確
認
し
、
対
応
を
協

議
す
る
。

●●答 　
住
民
課
長

　
②
に
つ
い
て
、
議
員
提
供
の
資

料
に
は
、
廃
家
電
、
テ
レ
ビ
が
映

っ
て
い
る
が
、
議
員
が
い
う
箇
所

に
つ
い
て
、
現
場
を
確
認
す
る
と

側
溝
の
脇
に
廃
材
が
置
か
れ
て

い
た
。
今
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
た
い
。
ま
た
、
警
告
看
板
の

設
置
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
、

課
内
で
調
整
は
済
ま
せ
て
い
る
。

村
内
で
同
様
の
箇
所
が
複
数
箇

所
あ
り
、
村
内
で
1
2
8
箇
所

に
設
置
し
て
い
る
。
本
件
も
看

板
設
置
を
す
る
予
定
で
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
羽
地
内
海
の
村
道
周
辺
の
防

波
堤
に
陸
閘
が
３
か
所
あ
り
、

２
か
所
は
運
営
し
て
い
る
が
、

１
か
所
は
ゲ
ー
ト
が
未
設
置
で

扉
が
な
い
。
村
と
し
て
県
に
要

請
な
ど
、
対
策
は
行
っ
て
い
る

か
伺
う
。

※
陸り
っ
こ
う閘
と
は
、
高
潮
や
津
波
の

際
に
堤
防
の
役
割
を
果
た
す
開

閉
式
の
門
扉
で
す
。

●●答 　
村
長

　
羽
地
内
海
に
面
す
る
防
波
堤

の
陸
閘
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
の
管

理
と
な
っ
て
お
り
、
北
部
土
木

事
務
所
に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、

当
該
整
備
箇
所
に
つ
い
て
対
応

を
検
討
す
る
と
の
回
答
を
い
た

だ
い
た
。
海
岸
管
理
者
は
、
管
理

す
る
海
岸
保
全
施
設
を
良
好
な

状
態
に
保
つ
よ
う
維
持
、修
繕
し
、

海
岸
防
護
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
技
術
的
基
準
な

ど
が
定
め
ら
れ
る
と
海
岸
法
で

謳
わ
れ
て
い
る
と
理
解
を
し
て

い
る
。
適
切
な
維
持
管
理
を
実

施
す
る
よ
う
、
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
沖
縄
県
に
要
請
、
要
望
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

問2
陸り
っ
こ
う閘
ゲ
ー
ト
の
運
営

問1
農
道
沿
い
の
用
水
路

擁
壁
の
一
部
損
壊
と

不
法
投
棄
禁
止
の
看

板
設
置

東恩納 寛政 議員

陸閘未設置

水流が阻害されている

陸閘設置済

不法投棄されたテレビ用水路の擁壁が損壊している
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議席 1 2 3 議長 5 6 7 8 9 10 11

　
　

専決処分の報告について

専決処分の報告について

専決処分の報告について

専決処分の報告について

令和５年度今帰仁村一般会計繰越明許費繰越計算書について

令和５年度今帰仁村一般会計事故繰越し繰越計算書について

今帰仁村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

今帰仁村保育所設置条例の一部を改正する条例について

今帰仁村母子及び父子家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について

旧校長住宅の管理に関する条例を廃止する条例について

工事請負契約について

沖縄県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について

あらたに生じた土地の確認について

字の区域変更について

令和６年度今帰仁村一般会計第１回補正予算について

令和６年度今帰仁村国民健康保険特別会計第１回補正予算について

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて

相次ぐ米軍関係者の性暴力事件に対する抗議決議

相次ぐ米軍関係者の性暴力事件に対する意見書

令和６年度今帰仁村一般会計第2回補正予算について

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

決

結

果

議　　案

議
案
番
号

東

恩

納

寛

政

山

城

　
太

座

間

味

　
薫

與

那

勝

治

島

袋

　
誠

上

間

　
聰

上

原

祐

希

島

袋

輝

也

根

路

銘

弘

美

座

間

味

　
靖

氏  

名

議決結果・賛否一覧表 「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　「公」：公務の欠席　「病」：法定伝染病の欠席。
議長は採決に加わらないため斜線としていますが、可否同数の場合に採決権があります。

報 　 告
第 2 号

報 　 告
第 3 号

報 　 告
第 4 号

報 　 告
第 5 号

報 　 告
第 6 号

報 　 告
第 7 号

議 　 案
第 32 号

議 　 案
第 33 号

議 　 案
第 34 号

議 　 案
第 35 号

議 　 案
第 36 号

議 　 案
第 37 号

議 　 案
第 38 号

議 　 案
第 39 号

議 　 案
第 40 号

議 　 案
第 41 号

承 　 認
第 2 号

承 　 認
第 3 号

承 　 認
第 4 号

承 　 認
第 5 号

承 　 認
第 6 号

決 　 議
第 1 号

意 見 書
第 1 号

議 　 案
第 42 号

報告 

報告 

報告 

報告 

報告 

報告

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認

可決 

可決 

可決   

令和6年　第2回定例会  令和6年6月12日（水）

令和6年　第2回定例会  令和6年6月20日（木）

令和6年　第2回臨時会  令和6年8月1日（木）
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鹿児島県（与論町・和泊町・知名町・大崎町）視察研修
研修目的：議員個々の資質向上を図り、本村の地域づくりに活かす

日程：令和６年２月 19 日～ 22 日（３泊４日）      参加議員：座間味靖　根路銘弘美　島袋輝也　座間味邦昭

【与論町】研修内容と所見
　与論町と北山文化圏（今帰仁村）との関係については、琉球国北山王

の三男王舅（オーシャン）が築城した歴史がある。グスクの中でも最大

規模（3 万平方メートル）を超える規模であり、今帰仁グスク、首里グ

スク、浦添グスクと同等の大型グスクである。現在、「与論城跡」の国

指定に向けた事業に取り組んでいる。これまでの調査から築城技術は、

今帰仁城跡の築城技術（版築等の土木技術）が確認されている。与論島

から沖縄を見る眺望は、辺戸の山々や本部半島等が本当に大きく見える。　　

　与論町の行政職員や議員から話を伺うと、歴史定背景や地理的、自然

環境等から沖縄（琉球：今帰仁村）に対する物凄く熱い想いを持ってい

ると感じた。与論町と今帰仁村の関係人口創出の取り組みとして、今帰

仁村と与論町との「友好都市」締結にむけた協議を進めていく必要がある。

意見・考察
　与論町は、北山文化圏の中で未だ「友好都市」を結んでいない。締結

に向けて早期の協議を図るべきと感じた。

【和泊町・知名町】研修内容と所見
　和泊町地域おこし協力隊については、平成 25 年度から和泊町まちづくり協力隊

を配置し集落支援の活動を行う。これまで 6 名の協力隊が活動を行い、活動終了後

4 名が移住し定住をしている。令和 5 年度は 5 名の地域おこし協力隊員が活動して

いる。地域おこし協力隊員は、行政ではできなかった柔軟な地域おこし策、住民が

増えることによる地域の活性化。協力隊員の熱意と行動力が地域に大きな刺激を与

える。財政的にも特別交付税措置によりメリットがあり和泊町では積極的に取り組

んでいる。

　知名町地産地消協議会は、知名町内の生産農家や販売業者で構成されている。地産

地消による地域内経済循環の確立と、安心安全な食品を購入する機会を消費者に提供

することを目的に令和 3 年 6 月に設立された。地場農産物の学校給食活用推進へ向

けて取り組んでいる。子どもたちが地場農産物を認識し、地元に誇りを持つことが期

待される。また、地域伝統食の継承や知名ファーマーズマーケットを開催するなど、

地域活性化を図る取り組みがなされている。

意見・考察
　沖永良部島の和泊町と知名町は、少子高齢化による島のあらゆる産業の担い手不

足や沖永良部島の抱える課題解決の手段として地域おこし協力隊や移住定住促進事

業に取り組み、成果を上げている。このような取組は、今帰仁村でもとても参考に

なる施策であり、事業の展開の方法など学ぶべきものが多いと感じた。

【大崎町】研修内容と所見
　大崎町は、焼却炉を持たず、家庭から排出されるごみは混合ごみとして全て埋立処分

されていた。平成 2 年から平成 16 年まで使用する計画で設置された埋め立て処分場の

残余年数が計画年数よりも早まることが問題となり、平成 10 年 9 月から缶、ビン及び

ペットボトルの分別を開始し , 現在では、町民の協力のもと、27 品目にわたる分別を実

施し、リサイクル率 80％を超えている。ごみの分別収集が定着したことで、現在では平

成 10 年当時と比べて約 84％の埋め立てゴミが削減されている。

意見・考察
　高崎町のリサイクルシステムは、高崎町民との長い取り組みの成果だと思う。今帰仁

村でも大型テーマパーク事業が進められていく中で村民生活にゴミ問題や交通の問題な

どの影響が出てくると思う。安心安全な地域づくりには、住民と行政と企業の協働・

連携・信頼関係の構築が必要不可欠だと考える。今回の研修で学んだことを今後の

議員活動に活かしていきたい。

▲龍頭の伝承碑

▲与論城跡　

   母国復帰記念碑

和泊町▲

▲知名町昇竜洞

▲ 堆肥

▲堆肥工場
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ま
た
、
崎
山
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の
青
年
会
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を
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企
画
し
、
練
習
で
は
先

頭
に
立
っ
て
盛
り
上
げ
、
成

功
に
導
い
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
豊
年
祭
の
練
習
を
頑

張
っ
て
い
ま
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が
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今
後
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今
帰
仁
村
、
崎
山
区
の
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に
寄
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る
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い
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身
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間
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弘
美
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元村議会議員  故 運天 政徹 氏 叙勲（旭日単光章）を受章

運天 政徹 氏

　令和６年２月５日（月）に県庁６階特別室において、特旨叙位及び特別叙勲伝達式が執

り行われました。本村から、故運天政徹

氏が受章対象者となり、運天和彦さん

（子）が式典に参加されました。

　故運天政徹氏は昭和 61年に村議会議

員に初当選し、以来４期 16年にわたり

在職し、村議会議長、沖縄県町村議会議

長会理事、北部市町村議会議長会会長、

本部町今帰仁村消防組合議会議員などの

要職を歴任されました。その功績が評価

され、旭日単光章が授与されました。
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　 村議会議員の欠員に伴い、８月

11 日村議会議員補欠選挙が村長

選挙と同日に行われ、新人で崎

山区在住の石嶺美奈実氏（36）が

初当選した。当選証書付与にあ

たり、石嶺氏は、「周りの方々の

応援で当選することができた。

　 村民の中には村政に興味はあ

るが、どこから情報を得たらよ

いか分からない方が多くいる。

私の役目として、村政の情報を分かりやすく村民に

伝え、村民の声を

村長へ届けていき

たい。また、若者

や子どもたちに政

治に興味をもって

もらえるような働

きをしていきたい」

と抱負を語った。

石嶺美奈実氏が初当選
村議会議員補欠選挙


